
「子どもを共に育む『親支援』プログラム」の概要・方針について
１．プログラムの内容案
（１）方向性
子育ての知識・経験の継承が不十分な中，子どもを取り巻く問題や近年の親の傾向として表れている顕著な課題を踏まえ，子育てに必要な知識・技術を学ぶ機会を効果的に提供するとともに，仲間づくりや親育ちの場につながるシステムを構築する。

　（２）具体的内容
　　　ア　「親支援（仮称）」冊子の作成

妊娠期を含み，子どもの成長・発達に応じた必要な知識・技術をダイジェスト的に紹介するとともに，各種子育てに関する施策や情報誌・相談窓口をガイドブック的に紹介する。冊子案は，妊娠期～幼児期の保護者対象の冊子と小・中学生の児童・生徒を持つ保護者対象の冊子を大きな柱として，子どもの年代・状況等に応じて作成する。配布対象：市内の全保護者。

イ　「親育ち」の学習プログラムの研究・開発及び支援者養成
各家庭環境に応じて，対象となる親とその支援者が共に学ぶことができる，親用と支援者用のテキストを同時に作成する。内容の検討にあたっては，以下の項目を主な柱とし，妊娠～乳幼児期と学童・思春期を連動させたものとする。
①知識を伝えつつも，ワークショップを主体とする

②様々な場面で使える，幾つかのパターンを用意する
（課題別・年齢層ごと，妊婦向き・父親向き等）
③参加者に応じてアレンジしやすい構成とする
また，実践の場として，以下の視点で検討する。
①プログラムを活用できる既存の場を探す
②プログラムを有効に実践できる新たな機会を構築する


２．子育て支援施策の共有化とプログラムの実施に向けた仕組みづくり

 　

３．プロジェクト会議の予定


（平成20年度イメージ）


　









資料２





○検討項目


　①冊子の位置づけ，果たすべき役割


②発信する情報内容


③配布ルート


④更新方法





○検討項目


　①学習プログラムの内容と形態，バリエーション等の基本デザイン


②学習プログラムを効果的に実施できる場（既存と新規）の構築


③学習プログラムの支援者とその養成のための研修を行う場（既存と新規）の構築


④学習プラグラムへの参加促進策





（考えられる主な活用の場）


【妊娠・乳幼児期】


保健所の両親教室（妊娠期からのアドバイス）・すくすく育児サポート事業（乳幼児保護者への教室・相談）


医療機関の妊産婦交流


保育所のプレパパママ教室


保育所・児童館・幼稚園・こどもみらい館の子育て講座・井戸端会議


つどいの広場（子育て支援活動いきいきセンターにおいて実施）


子育てサロン（区社会福祉協議会，民生児童委員による事業）


子育てサークル


【学童・思春期】


就学前子育て講座


家庭教育学級（市幼・小・中・支援学校において実施）


保護者懇談会


子育て語り合いサロン


親と子のほっとタイム（子育てサポーター等による事業）


ＰＴＡ研修会


おやじの会


児童館事業


【その他】


企業での職場研修


出前講座等





年代別に「親育ち」の学習プログラム・支援者マニュアル（試案）の検討








○検討項目


①新たな連携・ネットワーク・情報交換等のあり方


②課題のある｢親｣への働きかけに係る新たな連携・ネットワーク，情報交換の仕組みづくり





10月





11月





２月





４月





全体統括部会





年代別部会





全体統括部会





全体統括部会





年代別部会





年代別部会





年代別部会





プログラム全体の方向性について確認





「親育ち」の学習プログラム・支援者マニュアル（試案）の検討





平成２１年度


「親育ち」の学習プログラムの支援者研修の実施


「親育ち」の学習プログラムのモデル実施地区での試行


試行結果の分析と再検討


「親支援（仮称）」冊子の内容検討・原稿作成，配布ルートの検討


「親支援（仮称）」冊子の発送


全市展開に向けた調整








年代別に「親育ち」の学習プログラム・支援者マニュアル作成にむけた協議など





年代別に「親育ち」の学習プログラム・支援者マニュアル（試案）の検討など





１月





プロジェクト会議の進行について（予定）








